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御紹介いただいたヤングです。今回が初めての来日で、ここで講演をすることができて光栄です。

お手元のペーパーとは多少違うことを少し話すことから始めたい。

日英教育研究フォーラムということだが、日英どちらの国も教育改革を行っている。御存知のよ

うにイギリスではナショナルカリキュラムが歴史上初めて1988年にできた。恐らく工業国の中では、

少なくともヨーロッパにおいては、最後にナショナルカリキュラムをもった国であるといえる。し

かしながら、日本と同じように経済的、政治的変化といったグローパリゼーションの影響を受けて

いる。カリキュラムに対して日本では中央集権的な制度からもっと柔軟な制度へと移行していると

聞いている。これは多くのヨーロッパ諸国、たとえばフランス、スウェーデンやフィンランドと似

ている動きである。しかしながらイングランドのナショナルカリキュラムは逆の方向に動いている。

中央集権化ということである。これはひとつには効率をあげ、選択の幅を広げるという意味であっ

た。日本でも選択が論争になっているということは聞いている。イギリスでも選択が問題となって

いるが、教育問題としてというよりは、それは生徒や親がいかなる選択を行うかという点が論点と
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なっている。そして２１世紀社会に向けてどのような知識が必要とされているのかという問題が重要

である。その際、日本とイギリスを比較するということがこの重要な問題を考えることに有効であ

ろう。今回の話が役立てば幸いである。

私の話は三つの部分からなっている。まず第一に簡単にナショナルカリキュラムの起源と目的、

構造について話す。第二に1988年以降のナショナルカリキュラムに対する批判点について述べる。

第三により根本的な問題を検討したい。果たして我々は２１世紀に相応しいカリキュラムを手に入れ

たことになったのであろうか。

この問題については二つのモデルを使って説明したい。それは「過去のカリキュラム」モデルと

「未来のカリキュラム」モデルというものである。1998年の私の本のタイトルは『未来のカリキュ

ラム』というものであった。この本はとくにナショナルカリキュラムを扱っているわけではなく、

より広い教育社会学的な見地からカリキュラムを検討したものである。現在大田直子さんがこの本

の訳をしようとしていることを歓迎している。

ここでまず「過去のカリキュラム」と「未来のカリキュラム」を区別して考える上で重要な前提

を三つあげよう。

第一に全てのカリキュラムは多かれ少なかれ「過去のカリキュラム」モデルである。それは若い

人々に既存の社会についての理解を与える。問題は、このモデルが変化の激しい現代社会に相応し

いかどうかということである。今新しい知識が次々と生まれている。若い人々が「過去の知識」だ

けではなく、新しい知識を生み出すことにカリキュラムが役立つかどうかということが重要である

が、この点については最後にまた触れよう。

1988年にイギリスでは5歳から16歳の生徒全員に対する強制的なカリキュラムを成立させた。こ

のカリキュラムは全ての公立学校に適用され、私立学校は免れている。しかしながら、このモデル

はむしろ私立学校にあった。そしてこのモデルそのものは新しいものではなく、科目に基づいたも

のであった。二つの意味において新しい。第一に全ての生徒に強制的であるということが、第二に

それは異なる段階でテストがあるということである。７歳、１１歳、１４歳と16歳である。ナショナル

カリキュラムは三つの目的のもとで導入された。第一に教育水準の引き上げ、第二に教育の学校間

における差異の縮小、第三に中央政府に教育に対するもっと大きな統制力を与えること。その際重

要な点は第三にあげたように、保守党政府が公教育に対する統制力を拡大したいという意図が現れ

ていたことである。そのため多くの反対が教師を中心になされた。しかしながら今や大枠は受け入

れられている。

まずナショナルカリキュラムの顕著な形態は10科目から構成され、それぞれがテストされるよう

になったことである。しかしながら、それと同時にクロスカリキュラムと呼ばれるものもあった。

例えば経済理解、健康教育、キャリア教育（進路教育）や社会と人格に関する教育などがあった。
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しかしながらイギリスの文脈ではこういったクロスカリキュラムはテストされないということから

周辺化されることになる。科目を基礎とするものがカリキュラムの中心となる。たとえば国語、数

学、科学といった10科目である。

ナショナルカリキュラムの積極的結果というものもある。第一に5歳から11歳を対象とする初等

教育のカリキュラムが再楕成された。これまでこのレベルでは児童中心主義が多く、多くの小学校

では遊びやプロジェクトが多く、理科、算数、外国語などは軽視されてきた。第二に、理科が義務

化されたため、より多くの女子生徒が中等教育学校レベルにおいても理科教育を学ぶことになった。

これまで女子は家庭科が中心であったが女子の中で理科を学ぶ者が多くなったのである。元化学教

師としてはとても重要だと思う。第三に、公立学校のカリキュラムがより私立学校のカリキュラム

のようになったことである。そしてそれは科目に基礎をおくものであった。第四に、義務教育を終

了する時点での生徒の成績は確実に上がったということ。しかしながら同時に教師からの激しい批

判があり、彼らは反対のためにストライキなど行動を起こした。彼らはナショナルカリキュラムの

内容があまりにも細かく規定されており、テストが多く、獲得目標も多いという点を批判した。教

師は専門職というよりは一般労働者のように扱われていると思ったのだ。だから労働者のように行

動し、ストライキを打ったのである。教育関係者や教育研究者はより広い視点からこの問題を取り

上げた。第一に、生徒の幅広い能力から考えるとナショナルカリキュラムは柔軟性にかけるという

ことであった。重要であると思われた科目でも強制的でなければ人気がなくなった。たとえば地理

と歴史を選ぶ場合、生徒は歴史を選択しなくなった。また教師はクロスカリキュラムのテーマに時

間を割くことができなくなり、クロスカリキュラム開発の余裕もなくなった。

ナショナルカリキュラムは全体的な哲学を有していない。哲学はそれぞれの科目のレベルに留まっ

ている。またナショナルカリキュラムは16歳までしかなく、１６歳以降のカリキュラムとの連続性が

ない。簡単にいえば、全体としてはあまりにも官僚主義的であるといえる。しかしながら過去12年

間に渡ってこの批判への対応が行われた。義務的コア科目については10科目から6科目へと減少さ

れ、１４歳から16歳を対象とするキーステージ４レベルの自由度が増えた。獲得目標の評価内容も削

減された。来年からシチズンシップが必修のコア科目となるが、誰もどのような試験がこれに対し

て行われるかわからない。

しかしながらこれらの変化はすべて漸進的であって、誰も根本的問題としてモデル自身を検討し

ようとはしていない。私はここでこれまで示唆されていた代案的モデルをいくつか述べたい。一つ

は、スキル開発カリキュラムと呼ぶことができるモデルで、これは、科目主導のカリキュラムでは

なく、若者にとって、世界を変えるためにはどんなスキルが必要であるのかという点から考えられ

るべきであると輪じている。つまり目的が変わる。私の本ではナショナルカリキュラムに対応して

いる「過去のカリキュラム」と「未来のカリキュラム」という二つの区分を発展させている。これ

らは知識の専門化に対する二つの異なるアイデアに則っている。ひとつは「孤立化した専門化
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（insularspeciaIization）」ともうひとつは「関連しあう専門化（connectivespecialization）」

と私が呼ぶものでありである。「孤立化した専門化」モデルというのは科目それ自体が目的である。

それらは互いに関係を持たず、知識の応用についても関係がなく、全体のカリキュラムはいくつか

の部分からなる。これに対して私が述べようとしている代案的モデルは科目間に関連性があること

を認めるものである。例えば歴史と理科をばらばらに考えるのではなく、歴史と理科の間の関係を

考えるということだ。また理科の知識だけではなくその知識の応用というものが重要である。科目

の内容だけでなく、科目間のつながりに存在する知識が大事となる。科目の関連性に注目すること

によって、カリキュラム全体の意義や目的というものも明らかになる。

ここで強調したい点は、区分された「過去のカリキュラム」概念のもつ二つの意味を考えるべき

だ。まず「過去のカリキュラム」の歴史的な意味について。今支配的なカリキュラムは19世紀のカ

リキュラムに起源がある。もうひとつは概念的な意味がある。これはカリキュラムにおいて、いか

なる知識に優先性を与えるかということである。今私たちが既に知っていること、未来のために私

たちが知るべきことなどなど。ここで問われるべき問題は、また私がここで取り上げたい問題は、

以下のようなことだ。私たちは、この社会的経済的変化の激しい現代に持っているのは「過去のカ

リキュラム」である。いかにこのカリキュラムで変化の激しい社会に答えることができるのであろ

うか。イギリスで見るように、「過去のカリキュラム」に変更を加えるのはいくつかの理由から大

変困難である。理由を四つ指摘しよう。一つは、ある程度、「過去のカリキュラム」が私たちの持っ

ている教育制度そのものを著わしている。たとえば肉体労働と精神労働の社会的分業が、学校の科

目の分化に対応している。第二に大学と学校のリンク。科目は大学の学問と同じような歴史を持っ

ている。第三に、とても重要であるが、教師の養成やキャリアと関わっているからだ。イギリスの

教師は「孤立化した」科目の専門家として養成され、さらにその専門性を高めていくからであって、

「関連しあう」専門家ではない。そしてその専門性によって昇進していくからである。以上の事柄

が第一の理由である。

「過去のカリキュラム」がなかなか変更されない第二の理由は、もっと政治的な利害関係である。

「過去のカリキュラム」は社会的不平等のパターンを維持・存続させる。ブルデユーの用語を使え

ば、（中産階級が依存する）文化資本である。さまざまな既得権関係者が「過去のカリキュラム」

を維持しようとしているのだ。だからイギリスで私立学校が強い理由の一つである。

第三の理由は、知識を所与のものとし、教師がそれを尊重しているからである。したがって教師

の権威を保持するものとしてあるからである。さらに、「過去のカリキュラム」はある種重要な社

会的現実を表している。これら社会的現実はカリキュラムの特定の起源を超えて存在する。たとえ

ば、学習は科目を通じてなされた方が、科目に組織されていない難しい知識を学習するよりいくら

か簡単であろう。
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第四の理由は、代案的モデルのほうが持っている問題である。たとえば、スキルモデルは、事実

としての知識と、知識の変化が激しいということを強調する。そのため生徒は知識を獲得するため

のスキルを身につけることが要求される。しかしながら問題はこんなに単純ではない。というのは

知識そのものは事実ではなく、理解するということも含んでいるからである。理解ということを考

えるならばそのための枠組というものが必要となる。科目から学問へと発展させていく時に枠組自

体が漠然としていくからである。

次に第二として、「未来のカリキュラム」について述べよう。つまり、科目に基礎をおかない学

習の代案的社会基盤というものを考えることである。スキルモデルの場合は個人化したモデルとな

る傾向が強いが、科目に対して代案的なモデルはモデュール型となる。生徒はモデュール型のグルー

プ化されたカリキュラムを選択することになる。しかしながら、どのような枠組で生徒が選択を行

うかという問題は依然としてある。

第三の問題は科目間の境界という問題である。「未来のカリキュラム」は境界の否定的側面を強

調しやすい。境界は取り払われるべきものであり、壊されるべきものであるといった論議である。

問題は、境界とはまた学習にとって重要な条件であるということである。教師は教えるうえでこの

境界線を認識しているからであり、学習者はそれがあることによって自分が何をしているか解るか

らである。こうして私たちは境界のもつ否定的な面と肯定的な面とのバランスを考慮する必要があ

る。

次の問題は、「未来のカリキュラム」というのは、産業と生産の新しい発展に基づいて作られる

ということである。これまでの伝統的生産様式であるフォーディズムからの移行ということだ。こ

れらの生産様式が消滅しつつあるのでカリキュラムもまた変化していくということが前提とされて

いる。しかしながら、産業モデルを教育のカリキュラムモデルに直接つなげてしまう考え方には疑

問を挟むべきである。なぜなら先端的な牛産技術は、すでに学問的な知識や高等な教育水準を有す

る労働者の存在に依存しているからである。これらの学問や知識を獲得していれば、他の学問領域

に移行することが容易である。問題はいかに若い人々に対して、学問間の移動を可能とするような

準備をさせ、これらの移行を可能とするような自信をもたせることができるのかということである。

次の点は、カリキュラムをより柔軟なものにしようという圧力についてである。ナショナルカリ

キュラムは非常に強固なものである。生徒の様々な関心や能力に対応しなければならないという指

摘がある。しかしそれは柔軟性の概念に対する誤解である。英語での柔軟という言葉は木の枝から

生まれている。つまり木の枝が柔軟だという場合、元の形に戻るという意味を含んでいる。しかし

ながらカリキュラムにこれが適用される場合、カリキュラムには元の形というものはない。学習と

知識の生産に関していえば、木の枝の構造と柔軟性両方が必要なのである。カリキュラムのモデル

を考える場合、この二つを含むものを考えなければならない。

最後の点は、これからのカリキュラムモデルを考える場合、ある特定のスキルではなく、一般的
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なスキルを基礎にすべきだということである。知識は変化しているため、一般的なスキルが必要な

のである。イングランドのスキルモデルのリストが配布資料にあるが、これらは典型的な「未来の

カリキュラム」の特徴である。まず情報の評価、自己の学習に責任をもち、他の人々 との関わり合

い、チームで活動し、変化に対応し、リスクマネージメントをする、といったようなことが強調さ

れている。こういった教育の目標が現代社会においては大切だということは認める。しかしながら、

学習者の観点からすれば、ある特定の内容と関わっている時にのみ意味を持つのだ。あるカリキュ

ラムは一般的な基準だけでなく、ある特殊な内容を含んでいるからである。例えばある情報の評価

も知識の領域によるし、他の知識の領域には使えないかもしれない。実験室ではチーム作業も重要

であるが教室ではそうではない。もう一度立ち戻るべき点は、いかに知識が変化しつつあるかとい

うことを認識しているようなカリキュラムにおいてさえも、知識の文脈という問題であろう。

「未来のカリキュラム」の特徴について、最後にいくつか述べよう。ナショナルカリキュラムは

強固な伝統的な教師と生徒間の社会的な組織化というものに基づいてつくられている。「未来のカ

リキュラム」はこれと全く異なる組織化が行われる。それは新しい知識のモデル、新しいネットワー

ク、新しいコミュニィティの在り方をも模索しなければならない。イギリスではまだこういった新

しい社会組織化の様式は進んでいない。私たちは一般教育と職業教育をつなげるような新しい職業

教育コースを発達させようとしている。しかしこのコースに対して人々は自信を持つまでには至っ

ていない。親は子どもにもっと伝統的なコースにいくようアドバイスをしている。新しいコースが

人々の信頼を得ていないからである。社会の中で価値が認められていないからだ。

さてここで結論に移ろう。私が示唆したように、ナショナルカリキュラムを巡る重要な論争にお

いてカリキュラムモデルがない。そのことからふたつの主要な社会的結果が生じている。ひとつは

社会モデルの伝達という問題である。これはとても保守的なものであり、過去を振り返るわけだ。

しかし、過去のモデルを伝達すると同時に、これは知識の概念を伝達するものであり、若者にとっ

ては必要なものである。過去を理解すること、過去の知識を知ることが未来を理解する上で必要と

なるからである。このようなカリキュラムモデルは、変化に乏しい社会であれば非常に有効である。

たとえば、私は高校時代化学と物理を勉強し、教師となってからもその知識をそのまま教えること

ができた。しかしながら他の多くの領域では知識の変化が激しく、それはできない。過去において

は、未来が確実に現在となると予想していたが、今は誰もそんなことは予想できない。教育者に対

して課せられたとても困難な課題は、カリキュラムの二つの役割のバランスを取ること、そして生

徒が将来必要な知識を作り出す新しい社会的土台を発展させることである。このような知識とは科

目と科目の間につくられるものであり、科目と学校の外での科目的知識の応用、さらに学校の外で

の経験を学校のカリキュラムに持ち込むことなどが必要となる。

私たちはもっとラディカルにカリキュラムについて考えなければならない。この点についてひと
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つイギリスの経験を話そう。カリキュラムの歴史は学校教育の歴史である。しかしながら、「未来

のカリキュラム」は学校教育を超えたものとなるだろう。例えば職場でのカリキュラム、地域での

カリキュラム、家庭でのカリキュラムとは何かということを考え、カリキュラムにおける優先順位

といったそれらの間の関係を考えなければならないのである。ナショナルカリキュラムのような科

目に基礎をおくようなカリキュラムではこのような疑問に答えることはできない。

[質問と応答ｌ

司会：同じ目の高さでディスカッションしたいというヤング先生の御希望により、フロアにおり

ての質議応答を始めます。

Ｑ１：レジユメのタイトルの中に北アイルランドが入っているが、謂演では触れられていなかっ

たけれども、イングランドとウェールズについては知っているものの喜多アイルランドのナショナ

ルカリキュラムにおいてはなにか違いがあるのか。

ヤング：気をつけてタイトルに北アイルランドをつけ加えた。私たちはイングランド、ウェール

ズ、北アイルランドに関しては多少異なるナショナルカリキュラムを有している。スコットランド

は全く異なる。スコットランドのカリキュラムは異なる歴史を持ち、どちらかというとヨーロッパ

のカリキュラムに似ている。ウェールズは今独自の識会を有していてそこが教育に責任を追ってい

る。大きな違いは、ウェールズではコアカリキュラムとしてウェールズ語があることであり、細か

い違いもまたあると思うが、私はそれ以上専門ではないのでよくわからない。ただナショナルカリ

キュラムに関しては、北アイルランドもウェールズも、イングランドのように多少のオートノミー

を持っているが、ほとんど共通の問題を抱えている。私としてはカリキュラムに関する論議として

は根本的な問題という論議は見られず、どの科目を入れるかといったような論議に終始していると

思う。

Ｑ２：コネクティブという語の日本語の訳がわからない。とくにコネクティブ・インテグレーショ

ンという用語がある。どうしてただのインテグレーションではないのか。

ヤング：私はカリキュラムモデルとしてコネクティブな専門化という言葉を使った。コネクティ

ブにはインテグレーションとは異なる意味があると思う。これには社会学的な理論が根底にある。

私は知識の専門化という点から出発したいと思った。これは19世紀のイングランドから始まってい

る。ひとつの興味深い事実として例をあげよう。１９世紀末に私たちは今のカリキュラムの大本の形

を持つようになった。歴史、理科、化学、数学、地理、英文学などなど、これが専門化の形態であ

る。興味深いことに、この時期、科目専門家の組織化もまた初めておこった。つまりそれぞれの科

目の専門教師達が自分達の協会を作り出したのだ。だから学校の科目はカリキュラムを基礎につく

り上げられただけでなく、もっと広い意味での社会的背景の中でもできあがってきたのである。そ

れぞれの科目は個別化した形で登場したのである。私は1960年代に中等教育学校で化学を教えたが、
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物理の教師が何をやっているかは全く知らなかった。彼もまた別の島に住み、互いに孤立していた

からである。私は自著の中で、どのような社会の変化があり、どのようなインパクトをカリキュラ

ムに対して持っているのかについて考え始めていた。科目のインテグレーションといったことを取

り上げる時にはまた違う概念が必要と思った。コネクティブという概念を使おうと決めた理由は以

下のようなものである。インテグレーションといった場合、英語では、ある種の序列化や秩序化の

原則を持つものとなる。たとえば国家が科目をインテグレー卜したというように。私がいいたいの

は現代において起きているものは垂直的なものというよりは水平的なものだということだ。たとえ

ば生徒が19世紀の歴史について聞かれた場合、歴史以外のものからいろいろと調べてくることが要

求とされる。これはインテグレーションという外在的な秩序づけとか上からの科目の統合といった

ものではなく、内在的なコネクティブという科目間の関係といった感が強い。たとえば物理で上級

レベルを勉強した人にはわかるだろうが、ホログラムのようなものだ。他の例からすれば、どんな

風に脳が動いているかを考えてみればいい。外部からの力で統合されるのではなく、内部で各部分

でのつながりが起こっている。これがコネクティブの意味である。水平的なつながりという意味で

ある。日本語でいい訳が見つかっただろうか。あるいは日本ではコネクティブとインテグレーショ

ンの違いについて論議はないのだろうか。

Ｑ８：専門化とはどういう意味だろうか。

ヤング：専門化（specialisation）という言葉は、知識の伝達と生産か、あるいは社会の中の変化

の問題を取り扱う時に使っている。産業化のプロセスにおいては、専門化された機関の安定した発

展のプロセスを見ることができる。例えばイギリスでは150年前には、健康のために専門化された

機関は病院以外なかったが、今では保健を専門に研究する機関がある。（保健の）知識の専門化の

増大とそれを専門とする機関の発展というこのプロセスがカリキュラムに関して極めて重大な問題

を課している。つまり、若い人々に対してこの専門化という問題を認識させる機会をいかにカリキュ

ラムによって与えるのかということであるが、私が学んだような知識の領域はそれぞれ孤立化して

いる「孤立化した」モデルで教えれば良いのか、それとも「未来のカリキュラム」の特徴である異

なる知識の領域の間にある関連性を教えるのかという問題である。もうひとつ元化学の教師として

の経験からの例をあげよう。化学のカリキュラムは、いかに化学が現実社会で使われているかとい

うようなことからは全く切り離されて教えられている。内容はある種の秩序に応じて規定されてい

る。問題は、いかに生徒は組織化された知識としての科目の化学を、現実社会とコネクテイブする

かということである。つまり学校の外ではその応用と化学の知識は切り離されてはいないではない

か。

Ｑ４：中等学校の教師としての経験からすれば、カリキュラムを変えていくことに関していえば、

イギリスではいかに政府はカリキュラムを変えたのか。学校はそれにどのような関係を持っていた
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のか。審議会のようなものがあったのかどうか知りたい。二つ目は、義務教育レベルでのカリキュ

ラムの変更がシックスズフオームのカリキュラムに対してどのように影響したのか、政府はどうし

ようとしたのかという点について知りたい。

ヤング：第一の質問について。政府はナショナルカリキュラムを作成する時に、大学や教科の専

門家を任命し検討を命じた。そしてカリキュラムの内容が決定された時に法的強制力を持つ命令

（Order）という形で発効した。しかし依然として学校（教師）にはこれらの命令を解釈する自主

裁量が与えられていた。つまりどのようにカリキュラムを組むのかといったことはできたのである。

しかしながら、たとえばキーステージの最後で生徒はテストされるのであるが、その評価方法につ

いては規定がある。そのため教師は自分のオートノミーが制限されたと感じたのである。評価がカ

リキュラムに影響を与えるということはもちろんいいことでないが、事実としては評価が先にあっ

てカリキュラムの解釈がそれに従うようになってしまった。

第二の質問は、私がこれまでかなり調査したところでもある。シックスズフォームに何が起こっ

たのか。これは第一の質問とも関係する。私が専門化の問題に関心があるからだ。イギリスは16歳

以上に対しては非常に狭く専門化するカリキュラムをシックスズフォームで与えてきた。それまで

の10科目から3科目を選択するだけである。これは非常に「孤立化した専門化」の例である。これ

はより関連しあう科目を提供している他のヨーロッパ諸国と比べて非常に狭い専門化である。シッ

クスズフォームにおいて、教育的には信じられないようなグループ（３科目）を生徒が選択するこ

とが多い。例えば、全く教育的根拠がないようなスペイン語、生物、経済といった選択である。

ウェールズではシックスズフォームでは日本語も選択できる。その結果、３つの問題が起こってい

ると思う。第一に狭い専門化。私は化学と物理と数学しか勉強していない。歴史、地理、第二外国

語はほとんどやっていない。友人は歴史と英語とフランス語しかやっていなかった。彼もまた狭く

教育を受けたことになる。これが「孤立化した専門化」が16歳以降のカリキュラムの支配的形態で

ある。世界でも稀なほど狭い専門化である。

Ｑ５：過去のカリキュラムと未来のカリキュラムの対比ということで、未来のカリキュラムが必要

なのは変化が急激な社会の要請だといわれたが、これはいつまでを想定しているのか。未来のカリ

キュラムはこれから100年ぐらい追求されるべきなのか。

ヤング：いかにカリキュラムが変わるのかという問題は非常に複雑なものである。第一に、政府

がカリキュラムを導入したとしてもそのことが直接的に学校に反映するわけではない。政府はカリ

キュラムをそれが希望するほど統制することはできないからだ。二つ例をあげよう。ナショナルカ

リキュラムに関しては、政府は教師のストライキを怖れていた。教師に対してあまりにもたくさん

のことが要求されたので、教師も政府もこれを実現するのができないことがわかっていたからだ。

だから政府はかなり手を加えてスリム化し、５年や10年は変更を加えないと約束したのだ。少なく

ともイギリスでは、ナショナルカリキュラムを変更しないという点を巡って、産業界や教育界から
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|まこれが未来のカリキュラムモデルであるのかどうか論議が進められている。産業界はスキルを教

えたいが、普通の親は伝統的な科目を教えたいと望むため、そこにも緊張関係がある。１６歳以降の

カリキュラムについては多少状況が異なる。義務教育後の教育にはなんら強制的カリキュラムがな

いからである。必修科目はない。政府はどのようなカリキュラムを学校が提供できるのかについて

は法によって規定した。生徒にとっては自由な選択となるけれども、学校にとっては強制となった

のだ。政府が行ったことは、もっと関連しあう専門化のモデルに従うように、学校に対してカリキュ

ラムの組み合わせの幅を与える裁量を増やしたことだ。具体的には科目の領域と内容を少なくし、

選択の幅を増やそうとした。２科目や３科目だけを学んでいた状態から４科目あるいは５科目の選

択をするようになっている。

またカリキュラムに対して大きな影響を与えるのは大学でもある。大学が自分達の入学要件を決

定するからである。大学は依然として狭いカリキュラムを要求している。大学は数の上で少ない科

目を勉強してきてほしいと願っている。何故ならイギリスの大学教育が極めて狭く専門化されてい

るからである。加えて年限も３年と短いからだ。そのため受験生が必要な知識を持つことなしに進

学することを嫌うからだ。以上のように、カリキュラムに関しては教師が望むようにもっと広い内

容を与えたいという要求と、大学のように狭くて深い専門的知識を要求するという矛盾するような

状況にあるのだ。どっちの方向にいくのかはまだ解らない。政府は大学に対してなにも変更を要求

していないのが現状である。

Ｑ６：選択の幅がシックスズフォームであるわけだが、例えば日本でも音楽などを強制的にしな

いという主張に対して、音楽という教養が必要だとか音楽家を創出する必要があるとかそういうこ

とが論議されているが、イギリスではどうか。

ヤング：イギリスでも強制的ではない科目を教えなくなるような例として音楽をあげることはで

きる。これは主要には選択の問題ではなく、中央集権化の問題である。ナショナルカリキュラム導

入以前は政府は学校における科目に対する統制をほとんど持っていなく、地方教育当局が統制して

いた。いくつかの学校では音楽を重視することも可能であった。ナショナルカリキュラム以降、学

校は特定の科目でのテストの成績をあげることを主要な目的とするようになった。だからナショナ

ルカリキュラムは明言してはいないがテストをしない科目を軽視することになったのである。もう

ひとつ懸念されることは、楽器の練習機会が減少していることである。以前は地方教育当局が例え

ばピアノの教師を各学校に派遣する形で提供していた。しかし中央政府はそういった地方教育当局

の予算を個々の学校に委譲させたため、そういった楽器演奏の練習をするかどうかの判断は各学校

に任された。しかしながら、全体的に予算が不足していることと学校の成績による評価のため、楽

器演奏の指導を行う学校は減少した。結果として私立学校のほうがそういった機会をもっと提供す

ることになった。これは民主主義的な文化にとっては好ましくないことだ。
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Ｑ７：フレキシブルという概念の説明は面白かったのであるが、「未来のカリキュラム」につい

て述べる時に、フレキシブルという概念自体を使ってはいけないといったのか、フレキシブルとい

う言葉が誤解されているという意味なのか確認したい。

ヤング：良い質問だ。区別をしたいと考えている。フレキシブルという概念が誤っているとは思

わない。私たちはフレキシビリティの異なるモデルと認識する必要がある。フレキシビリティといっ

た場合に幾つかの例がある。たとえば、非常に確固としていて生徒に全く選択の余地を与えないカ

リキュラムモデルをもつ一方で、生徒が全て選択するという完全なフレキシビリティのあるカリキュ

ラムモデルがある。フレキシビリティのモデルというものは選択を巻き込んだ構造として考えられ

なければならない。ドイツの場合、新しい英語をこのために使い始めている。これはまだ英語では

市民権を得ていないが、フレキシキュアリティというものであるが、これはフレキシビルであるこ

とが保障されているということが認識できるという意味の言葉である。このアイデアに基づいたカ

リキュラムというものがとても気に入っている。この点はとても重要な点である。

Ｑ８：イギリスでの経験であるが、シックスズフォームにおいては、Assemblyの時間が週に数コ

マあり、そこで様々な社会問題などを真剣に扱っていた。それは３科目しか勉強できないために学

校が意図的にそういうより広い問題を取り上げているのだろうか。

ヤング：この問題はとても重要である。カリキュラムはもっと広い社会的政治的問題を取り上げ

るべきだと強調したいと思う。これはイギリスの伝統のひとつで、ヨーロッパとは異なるものであ

るが、追加的エキストラカリキュラムと呼ばれているものである。これは正式な課程ではないし、

時間割にも前もって設定されていないし、テストや評価の対象ともならない。生徒の学習という意

味ではこういう非公式な部分も公式なカリキュラムに劣らず大変重要である。二つの変化が今は見

られる。第一に、学校は今や何人の生徒がテストに合格していくのかということにもっと注意を払

うようになっているので、テストの成績にはならないような科目を軽視し始めているのだ。そのた

め、イギリスの伝統であったこういう学習機会がなくなりつつある。第二に、親の学校選択の幅を

増やしたことにも関連している。1980年代末までは親は地域の中等教育学校に進学させていたが、

今は学校の選択ができるようになり、その時には成績の結果に関心を払うようになっている。学校

が生徒数を減少させてしまうと予算も減り、教師も雇えなくなっていき、衰退していくのだ。これ

は学校選択を拡大したことに伴って導入された市場原理の不幸な結果であった。それが正規の課程

以外の学習活動を生徒に保障するという時にも問題を起こしている。これはまた学校がいかに資金

を獲得していくのかという点にも連動している。何故なら基金配当機関（FundingAgency）はそれ

が認定したコース数に対して予算を配当するからである。だから依然にもまして幅広いカリキュラ

ムを提供することは困難になっており、先の音楽に関する問題と共通しているのだ。

Ｑ９：話の最後の方で、職場、地域、家庭でのカリキュラムということをいったが、1944年教育

法の定義と1988年教育法の定義の違いと、ヤング教授の考えを聞きたい。1944年教育法では、公教
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育の目的は「地域社会の精神的、道徳的、知的、身体的発達を保障する」とあった。1988年教育改

革法では、「学校の生徒の精神的、道徳的、知的、文化的、身体的発達」となっている。これらの

定義には大きな違いがあると思うが、ヤング教授のいう「過去のカリキュラム」と「未来のカリキュ

ラム」の場合、たとえば道徳のカリキュラムといったときに職場、地域、家庭のカリキュラムはど

う異なるのか。

ヤング：二つの教育法の比較は興味深い。私のコメントは、1944年法の哲学のほうが私の「未来

のカリキュラム」に近いだろうというものだ。問題は哲学は良かったが現実はそうならなかったと

いうことである。1944年法は、異なる社会的階層に対して影響がとても異なっていた。ある地域で

はとても有益に動き、またある地域ではなんら資格なしで離学する若者が多かった。つまり社会階

層に応じて地域差も大きくなった。それと比べると1988年法の積極的な側面は、どこに住んでいよ

うと平等に扱われるようになった。だから1988年法のカリキュラムは、地域間格差をなくすような

教育経験となった。しかしこれは学校のカリキュラムというものに対する狭い見方を反映している。

つまり地域の位置付けが弱くなるからだ。私の「未来のカリキュラム」については、学校を再び地

域に開くということである。しかし社会階層の分断が非常に明確であった第二次大戦直後の社会で

は不可能であったろう。

Ｑ１０：カリキュラムの構成を幅広く見ていけば、日本でも国旗・国歌の問題があるが、イギリス

の場合でもブリティッシュネスというものを形成するために、歴史などが問題となっていると思う。

イングランド、スコットランドなど地域の歴史を教える問題とＵＫとしての歴史を教えるというこ

とはどのように取り扱われているのか。

ヤング：これも重要な問題である。２点だけ。イギリス的とブリテイッシュネスとの問題はあま

り顕在化していないと思う。日本と比べてあまりナショナル・アイデンティティは問題となってい

ないし、自覚されていないようだ。ヨーロッパ、とくにドイツなやスウェーデンは19世紀に国民国

家を成立させ、その時には国民教育制度を通じてのナショナリズムの形成を強調している。イギリ

スの国民国家やナショナリズムの成立はシェークスピアの時代とかウェールズを征服しイギリスの

支配を始めたときまで遡ることになってしまう。イギリスではイギリス人としてのナショナル・ア

イデンティティとして主張する場合には、極右と政治的には見なされ、ときにはファシストと呼ば

れたりする。このように複雑なのだ。指摘された重要な点は、もしウェールズやスコットランドに

自主裁量を増やしていったときに、イングリッシュ・アイデンティティはどうなるかということで

あるが、これは私にはわからない問題である。スコットランドとかウエールズなどでいわれている

ナショナル・アイデンティティの問題は、独立問題と絡んでいるスコットランドや、蟻会だけ持ち

たいというウェールズ、また地域内が二分されている北アイルランドでは、異なる。また政府レベ

ルでもイングリッシュネスの強調はされていないと思う。私見ではあるが、イングランドの内部で
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もロンドンから多少なりとも違った特色をだそうとする地域化の傾向が見られる。この動きは過度

に中央集権化しすぎた傾向を弱めるものとして歓迎できる。またこれも私見ではあるが、現在イン

グランドとかスコットランドといったレベルではなく、ヨーロッパへの帰属意識が強まっているよ

うに見える。もちろん自分の命がある間に実現するとは思わないが。

Q１１：もしヨーロッパの方にもっと帰属意識を持つようになったといった場合、中央集権化され

たナショナルカリキュラムはその傾向に反しているのではないか。多文化教育的内容が含まれてい

ないではないか。ナショナル・アイデンティティとナショナル・カリキュラムの問題はどうなるの

か。

ヤング：この問題がイギリスで取り上げられる時には、英文学や歴史を教えるときである。たと

えばどのような歴史の学習方法を採用するか、またどの歴史的人物を取り扱うか、またどのような

貢献をしたのかといった場合を巡ってはかなり激しい論争がある。これは例えば歴史という科目に

おいて、カリキュラムがより広い歴史に対してどのような役割を持っているのかといったもので、

カリキュラム問題としては重要である。たとえば教師は過去においてこの国がいかに素晴らしかっ

たか、あるいは植民地支配という負の遺産をもっているかということを教えることをどう考えるか

ということである。それと同時にこの問題は比較的政治的ではない問題を含んでいる。たとえば若

者が社会の一員として育っていく時にその社会の過去を理解する必要がある。この中に多文化主義

という問題がある。たとえば親が他の国で生まれているものの子どもをイギリスの学校に通学させ

ているとする。子どもはどのようなアイデンティティを持つことが必要となるだろうか。これはと

ても複雑な問題である。人種的共同体でのアイデンティティとイギリスに生活しているという意味

でのイギリス人としてのアイデンティティを単に学ぶということで解決できるようなものではない

からだ。これがとくに若者を対象とするカリキュラムが抱える問題でもある。今、多くの若者は周

りにいろいろな人種的背景を持っている人々が沢山いるという環境の中で育っている。もうひとつ

の重要な問題は、ヨーロッパの一員としてどのようなカリキュラムを持つべきかということだ。こ

の問題は公式なカリキュラムというよりは、ヨーロッパに限定されているものの、ＥＵの中で、生徒

と教師らによる多様な交流によって解決できていくだろうと思う。

司会：かれこれ１時間半が質問の時間として過ぎた。最後にヤング先生の方からの質問があれば

伺いたい。

ヤング：日本の政府の教育改革提案、とくに中等教育レベルのカリキュラム改革について、「未

来のカリキュラム」としてはどのように捉えられるだろうか。

会場：（ざわめき）

ヤング：どうも難しい質問だったようだ。これについては明日のシンポジウムで展開しよう。最

後に２点申し上げたい。一点目は私の話を聞いていただきありがとう。日本のカリキュラムについ

てもっと勉強した方がいいといわれそうだ。二点目は通訳をして下さった天童さんにお礼を申し上
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配布資料

TheNationalCurriculuminEngland,WalesandNorthemlreland:'Curriculum

ofthePasピｏｒ'CurriculumoftheFumre'？

MichaelYoung

London-September200０

1.BaCkground

EnglandestablishedaNationalCurriculuminl988・ForihefirsttimeParliamentpasseda

lawlayingdownwhateverystateschoolhadtoteachchildrenbetweentheagesof5and

l6、Priortol988,theCurriculumwasdecidedbyeaChindividualschool;d1eonlylegal

reqUlrementwasthatallschoolsshouldoffErReligiousEducationAlthoughmuchdebated

atfhetimeasanattackontheprofessionalautonomyofteachersandasunderminingof

ihe位aditionalroleoflocalgovernment,iheideaofaNationalCurriculumfbrallschools

isnowwidelyaccepted．

Despibeiheradicalpoliticalsteprepresentedbylhedecisionbolaunch出eNational

Curriculumandihesi2F1ificantlygreatercon廿olitgavetocentralgovemment,thecontent

ands廿uctureofihecurriculumagreedbyParliamentwasfarfromnew')．Educational

rcsearchersdifferonhowfarbackonecangoinidentifyingsimilaritieswithpastcurriculum

modelS;onerecentbookclaimsthatwithitsknowledge-baseds位uctureanditsdiscrete

subjectsdnel988modelhadmanyfEaturesincommonwithproposalsmadebyagovemment

Commissionofl8691Thequestionthatlwantboconsideriswheiheritisappropriateat

thebeginningofdle21stcentury,afteracenturyandahalfofsocial,economic,political

andtechnologicalchangestohaveanationalCurriculumthatinfUndamentalwaysls

unchangedfromdlecurriculumbefbrEschooljnｇｂｅｃａｍｅｃｏｍpulsoryfbr5-16yearolds

l30yearsago・TheissuetakesaparticularfOrminEngland,whichreflectsourhistory,but

itisnotjustanEngjjshissue;ｗｉｔｈsignificantnationalvariations,curriculafOrmass

schooling,atleastindnecompulsoryphase,arEremarkablysimilaracrosstheworld・Ｔｈｅ

ｗａｙihatIwantboaddressquestionisboproposethattheEnglishmodelisanｅｘａｍｐｌｅｏｆ

ａ'curriculumofdnepasrwhichlshallcontrastwi出ａ‘curriculumofthefUturざ．Ishan

suggestthattherearEproblemsinbothmodelsascurrenUydevelopedandar部ethata

modified'curriculumofihefUturごwouldneedbogiveacen廿alplacebothequestionof

whatknowledgewmbeneededbythefUturecitizenofthe21stcentury・Inordertoput

diScussioninaconbext,ＩｗｉⅡbeginbypresentingabriefandsomewhatschematicaccount
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ofiheEnglishNationalCurriculumandsomeoftheproblemstowhichithasglvennse．

l)Ｗｉ出dleexceptionofdlein廿oductionoftechnologyasacorEsubject

2.MainAimsoftheNationalCurriculuminEngland

・RaiseovPmllstandardS

・reducediffｾrencesbetweenschools

・providegreatercentralcontroloverschoolfbrcen廿aｌ government

Note

TheNationalCurriculumwaslaunchedinl988byMrs・ThatchefsConservative

govemment､Itisimportanttoseeitascomplementaryboihegovemmentﾕｓｓ廿ategyof

introducinggreatercompetitioninallspheresoflifもandaspartofaconcertedeffOrtto

con位olpublicservにes,andreducethepowerofthoseitsawasitsopponents-thepro企ssioms

(inthiscase世eteachers)andlocalgovemment．

3.TheiniualbasicstructureoftheNationalCurriculum

・１０subjects(English,Mathematics,Science,aForeignLanguage,Historyand

Geography(thesetwosubjectshavesincebecomediscretionaryfOrpupilsfTomthe

ageofl4),Arts,PhysicalEducation,Technology,ReligiousEducation）

・fburkeystageswhichendwhenpupilsreachtheagesof7,11,14ａｎｄｌ６ｗｈｅｎｔｈｅｙａｴE

allextemallyassessed

・statutoryordersfbreachsubject

・crosscurriculumthemes-economicunderstanding,healtheducation,careerseducation，

personalandsocialeducation(notassessed）

・exclusionofprivateschools

4.Positiveoutcomes

．s廿這ngtheningandbroadeningofthecontentofprimarycurriculum(511yearolds）

・Extensionofoftheproportionsofpupilsstudyingscienceteaching(especially甑lsand

allprimarypupils）

・Convergenceofpublicandprivateschoolcurricula

・Higherexaminationpassratesbyl6yearoldsandsomeevidenceofimprovedlevelsof
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numeracyandliberacy

5.Comments

ThereisnodoubtthattheNationalCurriculumrepresentedabreakwiihthepast､Ｈｏｗｅｖｅｒ

ｔｈｅｆＯｒｍｉｔｈａｓｔａｋｅｎｈａｓｂｅｅnmuchcriticised、Ｉｔｉｓｓｅｅｎｂｙｔｅａｃｈｅｒｓａｓｔｏｏｈｅａｖｙｏｎ

content,tooprescriptive,dependingontoomuchtestingandhavingtoomanyattainment

targets,Awiderrangeofconcernshavebeenexpressedbyeducationists.Ｅ９

･Alackofflexibililytotakeaccountoftherangeofabilitiesandmodesofleaming

･Thedeclineofimportantnon-compulsorysubjectslikehistory,singlesciencesubjects

（especiallyphysics),lownumberstakingForeignlanguages

･effEctiveneglectofthecross-curriculumlhemessuchascitizenship(whicharenot

asseSsed）

・Lackofspaceandtimefbrteacherstodevelopinnovativepedagogicstrategies

・afailureboaddressbasicskillsfbrlowachievers

・continuinglowstandardsofachievemenflessthan50％achieve‘matriculation／ａｔｌ６

（fiveormore'good'passes）

･thedominanceofsubjectsandihelackofanoverallphilosophyorvisionfbr61efUture

･absenceofcontinuitybetweenlheNationalCurriculum（fOr5-16yearolds)andthe

postCompulsoryCurriculumfbrl6-19yearolds

・anoveremphasisonstudents'completing'tasksinaroutineway

6.Changessincel988-Thesehavebeenincrementalandhavebeenmajnlyinresponseto

teachercriticismsthatu1einitialproposalswerEbureaucraticandun-teachableThechanges

haveinvolvedreducingtheburdenofassessmentonteachers,'slimmingdown'therequired

content,andin廿oducinggreaterflexibililyatKeyStage4(fbrl4-16yearolds）

Examplesofspecificchanges

・asmallercompulsorycore（English，Maihematics，Science，Technology，Physical

EducationandReligion）

・increasedflexibilityatl4+-'halfsubjects',′short/courses,‘vocational'Options

・reducednumberofassessmenttargets

・mcreasingemphasisonliteracyandnumeracy

．(from2001)５％oftimefbrcompulsorycitizenship
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7.Reconceptualisingthecurriculum

NeitherthespecificcriticismsnorihepiecemealchangesintroducedintolheEnglish

NationalCurriculumhaveaddressedthequestionastowhetherasabasicmodelitis

appropriatefbrpreparmgyoungpeopletobecitizensandempIoyeesinalesocietyofthe

21stcentury・Inordertoanswerthisquestionlwantbodistinguishbetweentwoalbernative

modelswhichIshallrefErtｏａｓｔｈｅ′curriculumofthepast／ａｎｄ'1hecurriculumofthe

fUture'､Thekeyfeaturesofa'curriculumofthepasピisthatitis：

･basedondiscreteschoolsubjects

･glvesprioritybosubject-basedknowledgerather出antheconnectionsbetweensubjects

andbetweensubjectsandactivitiesoutsideiheschool

･requiresstudentsbodefErtoauthorityasrepresentedbysubjectteachers

TheofficialaimsoftheEnglishNationalCurriculumareto：

・preparepupilsfbrtheopportunities,responsibilitiesandexpenencesofａｄｕｌｔｌｉｆＥ

ＡＮＤ

・ｔｏpromote出espiritual,moral,cultural,mentalandphysicaldevelopmentofpupils

However,asalargelysubjec卜drive､'curriculumofthepasピitmar厚nalisesiheskillsand

non-subjectspecificknowledgesuchasthatassociatedwithpersonal,socialandmoral

education,althoughthesearethekindsofskillsandknowledgethatstudentswouldneed

toacquireiftheseajmswerebobereansed､WhatthenisthealtemativeandｗｈｙａｒＥｔｈｅｒｅ

ｓｏｆｅｗｓｉｇｎｓｏｆｉｔｂｅｉｎｇadopted？Ｏｎｅｍｏｄｅｌｔｈａｔｈａｓｂｅｅｎｐｒｏｐｏｓｅｄｉｓａ′skills′ｏｒ

'competence-based'curriculum､Ｓｏｍｅｏｆｗｈａｔｍｉｇｈｔｂｅｃａｎｅｄ'fUtureskms'thatareseen

asneglectedbylheNationalCurriculumare：

･evaluatinginfOrmation

･takingresponsibilityfbroneﾕｓｏｗｎｌｅａｍｉｎｇ

･dealingwithotherpeople

･workinginteamS

･copingwithchange

･managmgrisk
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Theargumentisthatinsteadofacurriculumdrivenbysubjects,materialfiromsubject

syⅡabusesshouldbeusedasamediumfbrdevelopingthekindofskillsandcompetences

thatarEnStedabove・

Moregeneralmodelsofa′CurriculumofihefUture'haveemphasisedwhatprinCipIes

mightbeneedediflhecurriculumistoprepareyoungpeoplebetterfbrlhekindofsociety

thatislikelyinihefUtureltisarguedthatitwouldneedtobebasedonlheprincipleof

‘connectivityor'connectivespecialisation'withihe'insularityor'insularspecialisatioIfof

lhe′curriculumofihepas．Incontrastwiiha'curriculumofthepast/suchacurriculum

wouldemphasise：

･explicitconnectionsbetweensubjects

･givingprioritytoknowledgeatiheinterfacebetweensubjectsorknowledgenotincluded

insubjects

･makeexplicitlhecormectionsbetweenschoolsubjectsandactivitiesoutsidelheschool

･establishcriteriafbr8newholecurriculumandnotjustfOrindividualsubjects．

Ｔｈｅ′curriculumoflhepasピisorientedtolhepastbothconceptuany-intermsofits

endorsingihegivennessofpastknowledge‐andhistorically‐initsorigins・ＩｔＣａｎｂｅ

ｔｒａｃｅｄｂａｃｋｔｏａｐｅｒｉｏｄｗｈｅｎonlyasmallproportionofeachcohortwereeducated

beyondelementarylevel，whenknowledgechangedrelativelyslowlyandWhenpeople

tendedtostayinUnesametypeofemploymentthrou8houttheirlives､Despitelheincreasmg

mismatchbetweenu1esecircumstancesandwhatisincreasinglyreferredtoasour

'knowledgesocieties'inwhichihemajorityofihoseemployedaIE‘knowledgeworkers'，

the‘Ｃｕrrうculumof出ｅｐａｓピpersistsandshowsnosignsofbeingchallengedbyalbernative

models・Iwantbosuggestanumberofreasonsｗｈｙｔｈｉｓｍａｙｂｅｓｏａｎｄｅｘｐｌｏｒｅｅａｃｈｏｆ

thembriefIy．

･itistacitlyembeddedinourmajoreducationalinstitutions

･itrEflectsfbrmsofinertiaandarangeof'conservative'vesbedinterestsinandbeyond

edllration

･itrEprEsentscertainimportantsociaIrealitiesthatwillcontinuetｏｂｅｎｅｅｄｅｄｉｎｓｏｍｅ

ｆｂｒｍｉｎａｎｙｆＵｔｕｒｅsociety

･thewealmessofalbema廿vemodels

8.Embeddingofihecurr虻ulumofthepast

4０



日英教育研究フォーラムNo.５

The'curriculumofthepasピisdeeplyembeddedinthesocialinstitutions,whichunderpinned

theexpansionofmasseduca位onInEnglandIrefErto(a）thesubjectdepartmentsof

schoolsanduniversitiesandthecareerstructuresofteachersthatarebuiltintothem,(b）

thesubjectanddiscipline-basedassociationswhichareinvolvediｎｅｘａｍｍｍｇ，m

guaranteeingstandardsandpeerreviewing,and(c)iheinfOrmalnetworksofteachersat

differentlevelswhichsustainbothlheirprofessionalidentitiesaｎｄｔｈｅｐｕｂｌｉｃｓｅｎｓｅｏｆ

ｗｈａｔｃｏｕｎｔｓａｓschoolknowledgeltisthesefbrmsofcoⅡectivepracticewhichgivea

socialrealitybolhesubjec卜basedcurriculumandmakeitremarkablydifficulttochange

9.Ｔｈｅ'curriculumofthepast/andconservativeinterests

AmajorideologicalperspectiveshapingpeoplgsviewsabouteducationinEnglandiscan

betermedneo-conservativetraditionaIism，ItendorsesaviewofthetruefUnctionof

schoolsas廿ansmittingagivenbodyofknowledgeandisrepresentedmostclearlyinlhe

highlymylhicalconceptofaGoldStandardofunchangedAlevels(themainexaminations

usedfbruniversityen廿ance).Neo-conservatismseesiheCurriculumasglvenandleaming

inlargelypassiveterms，theroleoftheschooltoengenderingrespectfbrauthorityas

expressedinwhateverarethecanonicaltexts・Althoughwidelysupportedasapolitical

ideology,particularlyintheprivateandeliteschools,neo-conservatismgamscredibility

thattranscendsitspoliticalsupportfTomtheembeddednessofitsinstitutionalsupport

reにrredtoabove．

10.Thesocialrealityofthe'curriculumofthepasピ

Acurriculum(oranyofitsconstituentelementssuchassubjectsordisciplinesisnotjusta

selectionofknowledgecontentsorcriberia・Itisasocialinstitution,withahistoryand

memberswhoshaIEassumptionsandacodeofpractice・Itisthisinstitutionalbasisthat

underpins廿疋confidenceheldinitanditsstandardsasamechanismfbr位ansmittingand

acquiringknowledge・Despiteitsori印nsinlhel9thcenturyanditsassociationinEngland

withahighlyelitistsystemofeducation,thesubjec卜based′curriculumofihepaSピhas

alsobeeniheinstitutionalbasisfbragrowmgproportionofeachcohorttogainaccessto

knowledge;inotherwords,ithas廿anscendeditssocialori2風ns､ItfbⅡowsthatitison

cognitiveandnotjuStsocialinterestgroundsthatitisprovingdifficulttochange．

11.Theweaknessofaltemativemodels

Mｏｄｅｌｓｏｆａ'cumculumofthefUturごareinadequatefbranumberofreasons・Firsb
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skin-basedmodelsequateknowledgewith””tio"ratherthan”北汚如"伽"9.Theyare

therefOreinclinedtodismissitbecauseknowledgeisanincreasingly廿ansientphenomenon、

Second,theyneglecttheextenttowhichanycurriculummustreflectasocialreali句.A

curriculumisneverjustalistofcontentsorasetorprinciplesoroutcomes;itisalways

embeddedinsetsofsocialrelations,practiceand廿ustThird,inidentifyingthe'insulation’

ofsubjec卜basedcurricula,somealternativesarguethattheconnectivityofknowledgeis

moreimportantthantheinsulationofboundariesbetweensubjectsandlhathowknowledge

canbeappliedinpracticalsituationsismoreimportantlhanlheknowledgeitselfln

makingiheseargumentslhereisadaangerofneglectingthecontinuingsocialfUnctionof

boundariesin61e廿ansmissionofknowledgeaswellasiｎｔｈｅproductionofnewknowledge

Furthermore,itissometimeseasiertoacquireknowledgeandleamtoapplyitlaberthan

toleamtoapplyknowledgedirectly・Fourthly,thelessonsfTomincrEasinglyfluidlabour

marketsorinnovativetrans-disciplinaryresearchprOjectscannotnecessarilybedirectly

appliedbothecons廿uctionofthecurriculumatlowerlevels・Fifthly，ｍｏｄｅｌｓｏｆｔｈｅ

'curriculumofihefUture’bendtodependongenericratherthanconbentspecificcriteria・

However,peopleonlydevelopgenericcapabilitiesinrelationbospecificconbents.Ｄespite

thereali1ythattherateatwhichknowledgecontents，whetherinfashiondesignor

science，becomeout-dabedisacceleratin8acurriculumrequiresacontent，Finally,to

retumtoihesociologicalargumentabout出ecurriculumof出epasbifamodelofa

curriculumoftｈｅｆＵｔｕｒｅｉｓｔｏｂｅｍｏｒｅｔｈａｎａｎｉｄｅａｏｒacritique,ｉｔｈａｓｔｏｅｓｔａｂｈｓhnew

networksandcodesofpracticebounderpinitsfUture-orienbedconceptsofknowledge，
skinandstandards

12.Conrll1SiOnS

Inthispaperlbeganbyoutlininglhebroad企aturesofdneNationalCurriculumin

EnglandthatwasapprovedbyParliamentinl988､IthenindiCatedsomeofthecriticiｓｍｓ

ｔｈａｔｈａｖｅｂｅｅｎｍａｄｅｏｆｉｔａｎｄｔｈｅｉncrementalchangesthathavebeenimplementedin

responsetoHnecriticisms．Ｉthenarguedthataquestionneededbobeaskedabouta

curriculumbeingadopted,whichowedmorebothel9thcenturyu1an21stcentury・Through

adistinctionbetweencontrastingmodelsofa'curriculumof出ｅｐａｓピａｎｄａ'curriculumof

thefUtuIe'，Iexploredsomeofthepossiblereasonswhyacurriculumwifhmanyofthe

featuresofHnefbrmermodelshouldpersistMygeneralconclusionrefersexplicitlyto

those(andherelincludemyself),whofbrrEasonsofhumanrEsourceneeds(theknowledge

economyargumen0andsocialjustice(theequityargumen0wanttorefOrmthepresent

curriculum・MyargUmentistwofOId・First,wehavebogivemoreattentionbo出esocial
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institutionsandnetworksthatunderpinthetransmissionandacquisitionofpowerfUl

knowledgeandnotonlyconcentrateonthewaysthatthesesocialinstitutionsmayalso

havesustainedinequaliues、Second，indevelopinganymodelofa'curriculumofthe

fUture',wehavetoconsiderwhatlhealternativesmightbebothesubjectsanddiscipljnes

ofthe'curriculumofthepas．
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